
 

神戸市立医療センター中央市民病院 

精神･神経科 

 

指導担当医（役職） 

松石 邦隆（部長） 

実習概要 

実習コース 

２週間コース・４週間コースどちらも可 

概要 

精神･神経科の主治医団の一員として診療に参加します。数人の入院患者を受け持ち、毎日精神科診

察を行います。精神科身体合併症病棟（MPU）にて隔離中や身体拘束中の患者の対応も行います。 

担当患者にて病棟カンファレンス、精神科リエゾンチームカンファレンス、精神科カンファレンスで

口頭プレゼンテーションを行い、教員とディスカッションを行います。臨床実習1，2よりアドバンスな

内容で、総合病院精神科での患者対応・精神科診療を学びます。具体的な実習内容については、初日に

希望を聞き、個別に設定します（例：外来初診患者や他科入院患者の精神科コンサルトの予診、救命救

急センターでの精神科対応の経験など）。医療面接と精神科診察の総仕上げとして卒業時OSCEの練習

を行います。 

実習スケジュール 2週間コース、4週間コースともに共通（※演習は期間のうちに1回行う） 

1． 主治医団としての実習：毎日、担当症例を診察し、病状を把握する。 

①指導医と毎朝9時からMPU病棟を回診する。隔離・身体拘束を行っている患者はより丁寧に時

間をかけて診察する。②担当している一般病棟入院患者について自らベッドサイドに赴き診察を

行う（指導医や臨床心理士の同伴も可能）。 

2．火曜・水曜は精神科リエゾンチームカンファレンス・回診に参加し、担当患者についてショート

プレゼンを行い、回診時に診察を行う。 

3．入院患者の精神科コンサルトについては、指導医から指示されたケースについて予診を行う。 



4．救命救急センターを受診した患者の精神科診察依頼に対して指導医とともに診察を行う。 

 

 

 

学生へのメッセージ 

・身体合併症医療やリエゾンコンサルテーション精神医学など単科精神科病院とは違った総合病院精

神科の醍醐味が経験できます。当院は断らない救急を大きな柱としており、救命救急センターにはあり

とあらゆるケースが運ばれてきます。その中には精神科対応を必要とするケースも多く含まれるため、

精神科的な初期対応も学ぶことができます。市中病院の最前線で行われているダイナミックな医療を体

感してみて下さい。 

・精神科を目指す方の進路相談にも乗りますので、気軽に相談して下さい。 
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